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研究成果の概要：文化財を非破壊で短時間に高精度な調査ができる九州国立博物館の文化財用

大型Ｘ線ＣＴスキャナを用いて、出土資料や彫像・漆器・陶磁器などの工芸品などの調査を行

い、得られたデータを展示解説や立体造形して教育普及活動に用いるなど、博物館での活用を

試みた。制作技法や内部構造、状態確認などに非常に有用であることから、ほかの博物館・美

術館と調査協力し、木彫像内納入品の発見など文化財を再評価する成果が得られた。 
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１．研究開始当初の背景 
2005年10月に開館した九州国立博物館は、

文化財の展示・収集のみならず保存・修復・
調査・活用において、西日本地域の核となる
使命を帯びている。本館では、文化財を調査
するための機器を多数導入しており、特に平
成１８年夏に導入した文化財用Ｘ線ＣＴス
キャン装置は、博物館で展示する資料の大部
分を測定できるよう特注したものである。 
奈良文化財研究所が所有する従来の装置

との比較では、分解能や測定時間などの性能
が大幅に向上するとともに、等身大の寸法の
文化財まで調査が可能となった。 

文化財は制作されて以降さまざまな環境
におかれており、例えば伝世品は幾度もの修
理を経て現在の姿となっている。劣化状況や
製作技法を知るためには文化財の科学的な
調査が必要であるが、移動に伴うリスクや非
破壊・非接触調査の原則などさまざまな制約
から、多くの文化財は科学的な調査がほとん
どなされていない。文化財は確実に劣化が進
むため、博物館や寺社など文化財所有者から
は、迅速で精密な基礎調査が強く望まれてい
る。 
 
 



２．研究の目的 
本研究は、「博物館におけるＸ線ＣＴスキ

ャンデータの活用」という観点から、九州国
立博物館設置の文化財用大型Ｘ線ＣＴスキ
ャナを用いて、多様な文化財を測定し得られ
たデータを活用した文化財の保存・活用を目
的とする。今回の研究では以下に述べる項目
を念頭に調査を実施した。 
 
●最新の文化財用Ｘ線ＣＴスキャン装置

を用いて科学的な基礎調査を行う。 
●調査した文化財の材質同定や、多様な材

質の測定が行えるよう装置の改良を行
う。 

●分野の異なる専門家との学際的な研究
体制で調査を行う。 

●展示、修復などへ測定データを活用する。 
 
本研究の特色は、文化財用Ｘ線ＣＴスキャ

ン装置で文化財を調査し、得られたデータを
展示や修復へ活用するという明確な目標を
持つ点である。特に、木製品では年輪の識別、
修復履歴、制作技法、内部のひび割れや虫喰
いによる劣化状況などの情報が得られ、今後
の修復の必要性やその時期を知る手がかり
となる。文化財用Ｘ線ＣＴスキャン装置は、
他の手法では得られない文化財の現状を知
る健康診断の装置として非常に重要な意義
を持つ。 

調査で得られるＣＴスキャンデータはデ
ジタルデータであるため、展示解説や文化財
の修理修復作業に有用である。また、Ｘ線の
透過率を標準試料と対比することにより、材
質を明らかにすることが可能となる。ＣＴス
キャナが博物館内にあることで、漆工、彫像、
考古など各専門分野の研究者と学際的な調
査ができ、文化財の移動に伴う調査の手間や
測定時間短縮などの問題もクリアできる。よ
り多くの多様な文化財を調査することで、測
定データの蓄積が調査可能となる。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、九州国立博物館に導入したＸ線

ＣＴスキャン装置を用いて文化財を非破壊
にて研究を行う。 

平成１８年夏に導入した最新の文化財用
Ｘ線ＣＴスキャン装置は、等身大の寸法の文
化財を２、３時間程度の短時間に、分解能１
mm 以下の高精度で調査できる。従来の装置と
比べ、測定時間は数百分の一、測定可能寸法
や測定精度では数倍に性能が向上した。この
高性能なＣＴスキャナを用いることで、これ
まで調査が困難であった文化財が調査可能
となり、修理履歴、製作技法などの内部構造
や、虫喰いによる内部の劣化状況などを明ら
かにできる。 

最適な測定結果を得るための測定条件を
確立するため、標準試料を用いた測定条件デ
ータベースを準備する。最適な測定条件を元
に、標準試料の材質ごとのデータベース化を
はかる。 
調査対象とする文化財は、九州国立博物館

が所有する文化財、特別展で借用する文化財、
修理修復する文化財など、博物館に持ち込ま
れる文化財全般とした。 
 

 
４．研究成果 
本研究のおもな成果としては、各種の文化

財の調査を進め、どのような文化財に対して
有効なのかを検証することで、多種多様な文
化財に対する基礎調査を実施したことがあ
げられる。考古資料や彫刻、漆工、金工、陶
磁など美術工芸資料を 2年間で 400 点程度調
査することができた。 
測定データの活用の例では、測定で得られ

た三次元画像を用いサビに覆われた展示資
料の構造の分かり易い解説や、木彫像の内部
納入品を三次元プリンタで造形したことな
どがあげられる。また、得られた成果を文化
財保存修復学会や日本文化財科学会で発表
し、この分野でのＸ線ＣＴの認知度と重要性
を高めることができた。また、博物館・美術
館や教育委員会、資料を保有する埋蔵文化財
センターなどと連携し、文化財の状態調査や
測定データの展示活用が進みつつある。 
これらの成果をふまえ、建築物の生物被害

に関する調査や樹脂で保護強化した石材な
どの調査も行い、文化財の調査のみならず文
化財に関連する様々な分野の専門家と研究
会や共同研究を開催するなど学際的な研究
が進みつつある。 
得られた成果の国内外における位置づけ

としては、大型の文化財を測定できる唯一の
装置として博物館・美術館や教育委員会、大
学などと調査協力を進めており、報道発表や
学術報告などいくつもの成果を公開してい
る。2007 年に韓国の国際学会で発表したとこ
ろ、文化財を扱う関係者より非常に好評を博
し文化財関係者に大きなインパクトを与え
た。 
今後の展望としては、この手法は文化財の

調査、保存・修復、活用において他の方法で
は得られない大きな利点を持つことから、バ
ーチャルミュージアムやデジタルミュージ
アムへの活用、博物館での展示、マスコミを
通じた調査成果の市民への還元などをして
いく。 
修復分野についてはまだデータの活用が

うまくいっていないことから、修理技術者と
意見交換する機会を増やし相互理解を図る
ことで修復へのデータの活用がはかれるよ
うにしたい。 
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